

















































































































































ナント 59.8 1985 44.2 3 トラム=トレイン（鉄道線のみ）もあり。
グルノーブル 40.4 1987 34.2 4 延伸予定あり
パリ／イル・ド・フランス 1170 1992 83 7
延伸予定あり。左の数字に，トラム＝
トレインのT4系統を含む。
サンティティエンヌ 38.8 1881 19.4 2 　
リール 112.6 1909 22 2 　
ルーアン 49.6 1994 18.3 2 　
ストラスブール 47.6 1994 40.2 6 延伸予定あり
モンペリエ 41.9 2000 58.9 4 延伸予定あり
ナンシー（タイヤ式） 26.3 2000 11 1 　
オルレアン 27.2 2000 29.4 2 　
リヨン 129.4 2001 46.2 4
延伸予定あり。このほかに高速LRTと
トラム=トレイン（鉄道線のみ）あり。
カーン（タイヤ式） 22.2 2002 15.7 2 タイヤ式から鉄輪式に転換予定
ボルドー 72.2 2003 44.3 3 延伸予定あり
クレルモン＝フェラン
（タイヤ式）
28.9 2006 13.7 1 延伸予定あり
ミュルーズ 25.6 2006 16.2 4
トラム＝トレイン（鉄道線直通系統あ
り）。距離は市内LRT線のみ。
ヴァランシエンヌ 34.7 2006 18.3 1 延伸予定あり
ル・マン 18.8 2007 15.4 1 延伸予定あり
マルセイユ 104.1 2007* 11.9 2 延伸予定あり
ニース 53.6 2007 8.7 1 延伸予定あり
ランス 22.1 2010 11.2 2 　
トゥールーズ 86.3 2010 11 1 延伸予定あり
アンジェ 27.2 2011 12.3 1 延伸予定あり
ブレスト 21.4 2012 14.3 2 　
ディジョン 25.1 2012 18.9 2 　
ル・アーブル 24.3 2012 13 1 　














アミアン 17.9 2019 11 1 鉄輪
オーバーニュ 10.5 2014 6.3 1 鉄輪
アヴィニョン 17.9 2016 14.5 1 鉄輪
ブザンソン 18.3 2014 14.5 2 鉄輪
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註釈
註１）サン・ジュニ・ピュイイ町は人口一万人未満の小規模なコミューンでなおかつ都市交通圏
域（PTU）指定されていないため，アン県が事業主体である。他の３都市は，コミューン（市）
の事業である。
註２）リヨン大学交通経済研究所のA. ボナフォーズ教授へのヒアリング（2011.10.25）による。
教授はフランス国家交通審議会の副座長を務められた。
註３）交通負担金制度に関する詳細は，文献12）を参照。
註４）フランスのLRTにおけるPPPに関しては，文献13）に詳しい。
註５）上下分離型の契約は，さらに「運賃は事業者が徴収する」タイプと，「運賃は自治体が徴
収し，事業者に定額，又は経費と同額の委託料を支払う」タイプに分けられる。詳しくは，
文献13）を参照のこと。
註６）フランスのPDUと似た制度としてイギリスの地域交通計画（LTP）がある。しかし，イ
ギリスは公共交通の規制緩和を進め，独立採算制で財源制度が貧弱であったため，計画制度
の面ではLRT導入を促すものであったが，財源不足からイギリスではLRTはあまり導入さ
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れていない。財源面からのPDUとLTPの比較については，文献14）を参照のこと。
註７）第３章の各都市でのヒアリングに基づく知見である。
註８）ルマンでのヒアリング時に提供された資料である。
